
（別紙３）

～ 2024年 11月10日

（対象者数） 8 （回答者数） 7

～ 2024年 11月30日

（対象者数） 15 （回答者数） 15

○ 分析結果

さらに充実を図るための取組等

1

医療的ケアが多く体調管理の配慮が慎重なお子さん
のご利用が今後も増えていく見込みです。医療面の
管理だけにならないよう、こどもの好きな遊びや楽
しい時間をたくさん提供できるように工夫していき
ます。

2

3

改善に向けて必要な取組や工夫が必要な点等

1

おんぶや抱っこでの避難訓練を医療物品の搬送も含
めて実際を想定して毎月取り組んでいます。今後も
続けて行きます。
自治体にも不安を伝えています。

2

3

○事業所名 障害児保育園ヘレン荻窪

○保護者評価実施期間 2024年10月 24日

○保護者評価有効回答数

○従業者評価実施期間 2024年10月 24日

○従業者評価有効回答数

○事業者向け自己評価表作成日 2025年1月31日

事業所の強み（※）だと思われること
※より強化・充実を図ることが期待されること

工夫していることや意識的に行っている取組等

こども一人ひとりの成⾧発達を理解し、健康に留意
しながら日々の保育を丁寧に取り組んでいることで
す。

個別性を大切にし、それぞれの力を発揮できる環境
づくりをしています。

ビルの3階にあるため、災害時に安全な避難をおこ
なうには、階段で逃げることになり時間がかかって
しまうことです。

事業所の弱み（※）だと思われること
※事業所の課題や改善が必要だと思われること

事業所として考えている課題の要因等

災害時には停電によりエレベーターは使用できなく
なると考えられるためです。
また、災害時の避難経路が内階段１つのみでありこ
どもを迅速に避難させることに課題があるためで
す。

事業所における自己評価総括表公表


